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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
四
回 

公
園
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド 

そ
の
二 

出
典
：
東
京
府
文
書 

『
公
園
地
観
セ
物
等
警
視
往
復
〈
庶
務
課
〉』 

（
請
求
番
号
６
０
９
．
Ｄ
５
．
０
６
） 

令
和
元
年
六
月 

東
京
都
公
文
書
館 
 

 
 

     

       

  

前
回
に
続
い
て
明
治
初
期
に
東
京
の
公
園
で
行
わ
れ
て
い
た 

見
世
物
を
当
館
所
蔵
公
文
書
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

             

一
、
史
料
二 

 



古文書解読チャレンジ講座 第２４回  公園はワンダーランド その二 

- 2 – 

○ｃ  Tokyo Metropolitan Archives. All rights reserved. 

二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 

 

 

  

【
解
読
文
】 

 

二
ノ
第
百
八
十
九
号 

浅
草
公
園
内
ニ
於
テ
羽
生
民
ナ
ル
モ
ノ 

西
洋
目
鏡
興
行
日
延
之
儀
別
紙 

之
通
願
出
候
處
右
ハ
御
庁
ニ
於
テ 

御
差
支
無
之
哉
早
行
御
答
有
之 

度
此
段
御
照
会
お
よ
ひ
候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
警
視
川
路
利
良
代
理 

 

明
治
十
年
三
月
廿
二
日 

 
 

中
警
視
安
藤
則
命 

印 

 
 

 

東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
テ
願
書
御
一
覧
済
御
返
戻
有
之 

 

度
候
也 
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○
貼
紙 

四
月
三
十
日
迄
延
期 

一
西
洋
目
鏡 

 
 

羽
生
た
み 

 

但
し
日
限
中
と
雖
も
入
用
之
節
ハ 

 

即
日
休
業
之
筈 

   【
読
み
下
し
例
】 

 二
ノ
第
百
八
十
九
号 

浅
草
公
園
内
ニ
於
テ
羽
生
民
ナ
ル
モ
ノ 

西
洋
目
鏡
興
行
日
延
べ
の
儀
別
紙 

の
通
り
願
い
出
候
處
、
右
ハ
御
庁
ニ
於
テ 

御
差
し
支
え
こ
れ
な
き
哉
、
早
行
御
答
え
こ
れ
あ
り 

た
く
此
の
段
御
照
会
に
お
よ
び
候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
警
視
川
路
利
良
代
理 

 

明
治
十
年
三
月
廿
二
日 

 
 

中
警
視
安
藤
則
命 

印 

 
 

 

東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
テ
願
書
御
一
覧
済
み
御
返
戻
こ
れ
あ
り 

 

た
く
候
也 

 

○
貼
紙 

四
月
三
十
日
迄
延
期 

一
西
洋
目
鏡 

 
 

羽
生
た
み 

 

但
し
日
限
中
と
雖
も
入
用
の
節
ハ 

 

即
日
休
業
の
筈 

  

 

三
、
史
料
解
説 

  

こ
れ
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月
二
十
二
日
の
照
会
文
で
す
。 

羽
生
民
（
た
み
）
が
、
浅
草
公
園
で
興
行
し
て
い
た
西
洋
目
鏡
の
見
世
物
に
つ
い
て
、

開
催
期
間
延
長
を
願
い
出
た
も
の
で
す
。
民
と
い
う
名
前
か
ら
、
お
そ
ら
く
女
性
の
興
行

主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

西
洋
目
鏡
と
は
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
画
や
写
真
を
見
せ
た
覗(

の
ぞ
き)

眼
鏡
の
こ
と
。「
舶

来
覗
眼
鏡
」「
西
洋
覗
か
ら
く
り
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
覗
眼
鏡
は
、
江
戸
時
代
に

伝
わ
り
、
西
洋
絵
画
の
遠
近
透
視
図
法
を
取
り
入
れ
、
奥
行
を
表
現
し
た
絵
画
を
レ
ン
ズ

を
通
し
て
覗
か
せ
る
も
の
で
し
た
。
明
治
期
に
入
る
と
西
洋
の
風
景
を
描
い
た
絵
や
写
真

を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
文
明
開
化
の
新
奇
な
見
世
物
と
し
て
流
行
し
ま
し
た
１

。 

江
戸
・
東
京
の
様
々
な
出
来
事
を
年
代
順
に
書
き
記
し
た
「
武
江
年
表
」
２

に
は
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
夏
頃
「
所
々
の
西
洋
画
の
覗
き
か
ら
く
り
を
造
り
設
、
見
物
を
招

く
、
夏
の
頃
よ
り
浅
草
寺
奥
山
花
屋
敷
の
脇
に
始
る
」
と
あ
り
、
浅
草
に
続
い
て
神
保
町

二
丁
目
、
同
一
丁
目
、
増
上
寺
山
内
に
二
か
所
、
芝
大
神
宮
、
田
村
小
路
、
烏
森
稲
荷
社
、

芝
日
陰
町
、
浅
草
寺
淡
島
社
後
、
九
段
坂
上
、
湯
島
天
神
下
、
御
蔵
前
床
店
、
麹
町
平
河

天
神
内
、
下
谷
御
成
道
西
側
、
四
谷
あ
ら
き
横
町
、
淡
路
町
、
車
坂
町
と
東
京
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
続
々
と
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

実
は
こ
の
出
し
物
、
も
と
も
と
明
治
五
年
七
月
に
伊
東
孫
一
郎
が
始
め
た
も
の
で
、
ま

さ
に
西
洋
目
鏡
の
魁
（
さ
き
が
け
）
だ
っ
た
の
で
す
。
民
さ
ん
は
そ
の
営
業
を
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
六
月
に
譲
り
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
文
書
３

に
は
「
写
真
目
鏡
興
行
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
西
洋
の
風
景
写
真
を
、
レ
ン
ズ
を
通
し
て
覗
か
せ
る
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

さ
て
差
出
人
に
ご
注
目
。
大
警
視
川
路
利
良
代
理
、
中
警
視
安
藤
則
命
と
な
っ
て
い
る

の
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月
と
言
え
ば
、
西
南
戦
争
の

大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
た
田
原
坂
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
時
期
。
川
路
は
二
月
か
ら
京
都
に

出
張
し
、
同
月
十
九
日
に
鹿
児
島
征
討
が
命
じ
ら
れ
る
と
陸
軍
少
将
を
兼
任
、
警
視
庁
の

精
鋭
を
集
め
た
警
視
隊
（
別
働
第
三
旅
団
）
を
率
い
て
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
東

京
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
が
帰
京
し
た
の
は
七
月
十
三
日
で
、
お
よ
そ
半
年
の
不

在
で
し
た
４

。 
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た
っ
た
一
枚
の
書
類
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
当
時
の
世
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

                                        

          

 

１  

石
井
研
堂
『
増
補 

明
治
事
物
起
原
』
春
陽
堂
、
昭
和
十
九
年 

２  

斎
藤
幸
成
「
武
江
年
表 

巻
十
二
」
江
戸
叢
書
刊
行
会
『
江
戸
叢
書
』
十
二
巻 

大

正
六
年
所
収 

３ 

「
羽
生
た
み
よ
り
公
園
地
に
於
て
写
真
眼
鏡
改
て
営
業
願
」
明
治
八
年
九
月
五
日 

請

求
番
号
６
０
８
．
Ａ
６
．
１
７ 

４ 

警
視
庁
『 

警
視
庁
史
稿
』
上
巻 

明
治
二
十
六
年
、
一
六
五
頁
、
一
七
〇
頁 


